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2019 年
No. 726 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。

日合商
Japan  Plywood  Wholesalers  Association
発行所：日本合板商業組合　〒 101-0045 東京都千代田区神田鍛冶町 3-5-4　TEL 03（5256）9080　ｅ -mail：jpwa@oboe.ocn.ne.jp

報
時

http://www.nichigosho.net/
5 月

第42回 日本合板商業組合 通常総会
◦ 通常総会  （出席総代総数 81 社　うち本人出席 26 社、委任状出席 55 社）

◦ 記念講演

 　2019.5.17　親睦を深めたエクスカーション

◦ 懇親会・二次会

九州支部
越智通広支部長より
全国各地からの
参加者へ歓迎の挨拶

演題『筑紫の国に息づく生きる日本のこころ』
講師：“ 博多の歴女 ”  白駒  妃登美（しらこま　ひとみ）氏
福岡在住、福沢諭吉に憧れて慶應義塾大学に進学。卒業後
大手航空会社で国際線に約 7 年間乗務。その後、大病から
奇跡的に快復したのを機に先人たちの『志』や『思い』に
触れる歴史講演を多岐にわたって行う

【ゴルフコース】

日合商本部より
足立建一郎理事長が

『協調と連帯』をモットーとする
日合商の活動の成果と今後の課題
を交えて挨拶

祝辞
林野庁 林政部 木材利用課
林業・木材産業情報分析官
 河野晃氏

祝辞
日本合板工業組合連合会
井上篤博会長

総代会の議長を務めた
九州支部総代 牛島大造氏
全ての議案が全会一致で
承認されました

日合商会員企業の永年勤続社員表彰
受章者総勢 105 名を代表して、
神戸淳雄氏（九州支部　越智産業㈱）に
足立建一郎理事長より
表彰状が贈られました

　　　　　　グランドハイアット福岡にて
出席理事 49 名（本人出席 39 名　委任状出席 10 名）　出席監事 6 名（本人出席 4 名　委任状出席 2 名）

成績 TOP5（敬称略）
順　位 氏　　　名 GR NET
優　勝 石本　勝範 80 70.4
準優勝 井上　篤博 94 72.4
3　位 荒木　光廣 85 73.0
4　位 公山　　宏 97 73.0
5　位 木下　浩一 94 73.6

開会宣言を合図に第 42 回通常総会が開幕。国歌斉唱、物故会員への黙祷、主管支部である九州支部を代表して
越智通広支部長が歓迎の挨拶。日合商本部より足立建一郎理事長が挨拶、つづいて永年勤続社員表彰。ご来賓と
して林野庁林政部  木材利用課  林業・木材産業情報分析官  河野晃氏、林野庁林政部  木材産業課流通班  流通担
当専門職  西垣太郎氏、日本合板工業組合連合会  井上篤博会長、公益財団法人  日本合板検査会  淵上和之理事長
にご臨席いただき、祝辞を頂いた後、総代会議事を進行、全議案が全会一致で承認されて閉会しました。

日本合板商業組合  2019 年度 第一回 役員会
「第 42 回日本合板商業組合通常総会」の開催に先立ち、「日本合板商業組合 2019 年度 第一回 役員会」を

開催。全ての議案が全会一致で承認されました。

日本合板商業組合　第 42 回通常総会　懇親ゴルフコンペ
芥屋ゴルフ倶楽部にて　54 名参加

【観光コース】ユネスコ文化遺産 宗像大社　宮地嶽神社参拝散策

参加 270 名
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住団連　平成 31 年度 第 1 回 住宅景況感調査集計結果

受注戸数

戸建分譲住宅

賃貸住宅

上記全体

戸建注文住宅

受注戸数

受注戸数

受注戸数

受注金額

受注金額

受注金額

受注金額

受注金額

リフォーム

平成 31 年 1 〜 3 月（対前年同期比）
実　績

平成 31 年 4 〜 6 月（対前年同期比）
見通し

△10％
程度・以上

悪い

＋ 10％
程度・以上

良い

△5％
程度
悪い

＋ 5％
程度
良い

± 0％
かわらず

△10％
程度・以上

悪い

＋ 10％
程度・以上

良い

△5％
程度
悪い

＋ 5％
程度
良い

± 0％
かわらず

	 2	 0	 4	 2	 ⑦	 1	 3	 ⑦	 4	 0

	 2	 0	 2	 2	 ⑧	 1	 2	 ⑦	 4	 0

	 2	 0	 ③	 1	 2	 0	 1	 ④	 3	 0

	 1	 1	 ②	 ②	 ②	 0	 1	 ④	 3	 0

	 0	 0	 1	 0	 ⑨	 2	 ⑤	 3	 0	 0

	 0	 0	 1	 0	 ⑨	 2	 ④	 ④	 0	 0

	 0	 0	 0	 1	 ⑫	 1	 0	 4	 ⑥	 2

	 2	 0	 1	 2	 ⑧	 1	 2	 ⑧	 2	 0

	 2	 0	 0	 1	 ⑨	 1	 2	 ⑦	 1	 1

○印の数字は最も回答が多い

調査期間
平成 31 年 4 月上旬
調査対象
住団連及び、住団連団体会員の会員企業 18 社の
住宅の受注動向を把握している経営者
回答数　15 社
旭化成ホームズ、一条工務店、サンヨーホームズ、スウェーデンハウス、
住友林業、積水化学工業、積水ハウス、大和ハウス工業、寺井工務店、
東急ホームズ、トヨタホーム、日本ハウスホールディングス、
パナソニック ホームズ、ミサワホーム、三井ホーム　（社名：アイウエオ順）

集計結果
1. 景況感の単純集計（下記）から景況感判断指数を算出集計
2. 平成 30 年度の新設住宅着工総戸数の予測を集計
3. 向こう 6 か月間の経営指標となる 6 項目を集計

総戸数 持　家 分譲住宅 賃貸住宅 給与住宅個
数

平成 28 年度
実績 97.4 29.2 249 42.7 0.6

平成 29 年度
実績 94.6 28.2 24.8 41.0 0.5

平成 30 年
( 暦年 ) 94.2 28.3 25.5 39.6 0.7

平成 31 年度
予測 92.5 27.9 24.8 39.2 0.5

A 社 94.5 29.0 26.0 38.5 1.0
B 社 95.0 30.0 24.0 40.5 0.5
C 社 90.5 27.0 30.0 33.0 0.5
D 社 92.1 28.0 24.5 39.0 0.6
E 社 90.6 26.5 23.0 40.5 0.6
F 社 93.5 28.0 25.0 40.0 0.5
G 社 89.0 27.3 23.4 37.8 0.5
H 社 95.0 29.0 25.5 40.0 0.5
I 社 94.0 28.0 25.0 40.5 0.5
J 社 　 　 　 　 　
K 社 90.5 27.5 24.0 38.5 0.5
L 社 92.0 28.0 25.0 38.5 0.5
M 社 92.0 28.0 25.5 38.0 0.5
N 社 93.0 27.6 25.3 39.5 0.6
O 社 　 　 　 　 　
P 社 　 　 　 　 　
Q 社 　 　 　 　 　
R 社 　 　 　 　 　

平　均 92.5 27.9 24.8 39.2 0.5

【単位：万戸】新設住宅着工戸数の予測景況判断指数　単純集計

地域別需要予測

「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の中からお選び頂き、
総回答数よりそれぞれの割合を算出しました。
単位は、「％」となります。

全国　回答数 2,836

販売店による
2019年度 第1 四半期（4 月～ 6 月）見通し

働き方改革関連法の施行に向けた
取引上の配慮について

JK 情報センターが公表

平成 31 年度　第 1 四半期
平成 30 年度　第 1 四半期
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北海道 東北 関東

甲信越 北陸 中部

近畿 中国 四国

九 州

北海道	 157
東　北	 334
関　東	 958
甲信越	 194
北　陸	 58

中　部	 218
近　畿	 351
中　国	 190
四　国	 103
九　州	 291

有効回答数

厚生労働省及び中小企業庁より掲題の要請を受けました。
詳細について、政府公報（＊ 1）、厚生労働省のホームページ（＊ 2）
にて内容をご確認ください。

＊ 1  アドレスは、政府公報：働き方改革　中小企業も！働き方改革
�https://www.gov-online.go.jp/cam/hatarakikata/hacchusya/assets/pdf/01-
1_Tsuuchi_JIgyonusidantai.pdf
＊ 2  アドレスは、厚生労働省：「働き方改革」の実現に向けて
https://www.mhlw.go.jp/content/000487392.pdf
になります。
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概　要
　2019 年 3 月 の 新 設 住 宅 着 工 戸 数 は

76,558 戸（前年同月比 10.0％増）で 4 カ

月連続の増加となった。その内、木造住宅

は 41,428 戸（同比 4.3％増）で２カ月連続

の増加となった。季節調整済年率換算値は

98.9 万戸で前月比 2.3％増、２カ月連続の

増加となる。

　 利 用 関 係 別 で は 持 家 が 22,404

戸（前年同月比 8.9％増）で 6 カ

月連続の増加、貸家は 28,413 戸（同

比 4.5％減）で 7 カ月の連続の減

少、 分 譲 25,301 戸（ 同 比 33.0 ％

増）で 8 カ月連続の増加となった。

分譲の内訳はマンションが 13,330

戸（同比 69.5％増）で 8 カ月連続

の 増 加、 戸 建 て は 11,738 戸（ 同

比 7.1％増）と 4 カ月連続の増加

となった。貸家は減少したが、持

家及び分譲住宅が増加したため、

全体で前年同月比 10.0％の増加と

なった。

国内 ･ 外合板の供給量
　3 月の国内合板生産量は 27.5 万㎥（前月

比 104.3％、前年同月比 99.5％）と発表さ

れた。その内、針葉樹合板の生産量は 26.3

万㎥（同比 104.1％、98.7％）となり、出

荷量は 25.6 万㎥（同比 101.4％、101.8％）

で在庫量は 14.3 万㎥と若干増加したが、出

荷量は 6 カ月連続で前年を上回った数字と

なった。

　輸入合板の 3 月度入荷量は 20.1 万㎥（前

月比 88.9％、前年同月比 99.5％）となった。

国別入荷量はマレーシアが 7.5 万㎥、イン

ドネシアが 7.1 万㎥、中国が 4.4 万㎥となっ

ている。５カ月連続前年を下回っ

た入荷となっている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板の市況は若干落

ち着いた動きになっているが、需

給バランスは取れている。フロアー

台板など生産アイテムが多様化す

る現状では決して充分でなく生産

量の 0.54 カ月分しか無い状態であ

るので、メーカーが売り急ぐ必要

もなく、荷動きが活性化すればす

ぐに不足感が強まる状況である。

　輸入合板については昨年比で入

荷量は減少してきており、一部で

品薄アイテムも出てきている。4

月の荷動きは予想以上に厳しい状況となっ

たが、6 月以降の需要増加如何では入荷量

減少の影響で急激な価格上昇や欠品するア

イテムが出てきてもおかしくない状況と考

える。そこのところを踏まえたうえで手当

てを進めて頂きたい。

合
板
市
況
と
今
後
の
見
通
し

日
本
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京
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部
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新
風
会
　
猪
爪  

清
和

2.3㎜ T2

4.0㎜  〃

5.5㎜  〃

9.0㎜  〃

12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F ☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F ☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜ JAS 製品

品　　目

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1 車単位（10 トン）問屋売り価格・90 日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）
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1,500
1,820
1,130
2,550
2,850
1,970
1,460
1,470

4 月17 日

0
0
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0
0
0

前週比
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2,850
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4 月24 日
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5 月15 日
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2,850
1,970
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5 月22 日

0
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0
0
0
0
0
0
0
0

前週比

（Unit：1,000㎥）

【グリーン購入法】に基づき
事業者新認定・期限更新した19 社

2019
4 月 25 日現在
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東北	 - ② -0040	 片桐産業㈱	 代表取締役	 菅　勝美

東北	 - ② -0041	 ㈱ホーム建材店	 代表取締役	 木村　良将

東北	 - ② -0042	 ㈱吉田産業	 代表取締役	 吉田　誠夫

東北	 - ② -0043	 ㈲池田建材	 代表取締役	 池田　隆夫

東北	 - ① -0092	 ㈱坂田建材		  嶋　　英俊

東京	 - ④ -0090	 本橋木材㈱	 代表取締役	 本橋　利之

北陸	 - ② -0101	 ㈱タッセイ	 代表取締役	 田中　猛雄

東京・新潟	 - ② -0137	 ㈲カネ柾西澤材木店	 代表取締役	 西澤　茂博

神奈川	 - ④ -0005	 ㈱横浜合板商会	 代表取締役	 笹尾　徹

神奈川	 - ④ -0024	 ㈲芝木材	 代表取締役	 芝　　昭男

中部日本	 - ④ -0034	 中勢林業㈱	 代表取締役	 福島　重幸

関西	 - ② -0075	 美濃清商工㈱	 代表取締役	 若山　清史

中国	 - ④ -0011	 ㈱三和	 代表取締役	 松下　誠

中国	 - ④ -0013	 ㈲髙橋材木店	 代表取締役	 髙橋　成和

中国	 - ④ -0015	 ㈱森本製材所	 代表取締役	 森本　浩之

中国	 - ④ -0016	 友信建材㈱	 代表取締役	 七田　正廣

中国・山陰	 - ② -0060	 丸共建材㈱	 代表取締役社長	 松村　正明

九州	 - ② -0054	 ㈱ソーケン	 代表取締役	 中島　幸太郎

東関東 S	 - ④ -0007	 ㈱ニッタクス千葉工場	 取締役千葉工場長	 松岡　俊典

取締役第一営業部長 兼
花巻支店長



　北海道支部　2019 年度通常総会
　札幌パークホテルにて　参加 72 名

　関西支部　第 42 回定時総会
　THE KASHIHARA 奈良にて　参加 121 名

　中部日本支部　第 42 回総会
　名鉄ニューグランドホテルにて　参加 105 名
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日合商支部で総会が開催されました

石本勝範支部長より
経済波及効果 2 兆円超えとも言わ
れる関西景気浮揚の起爆剤になる
ことへの期待を込めた挨拶

総会挨拶に立つ
小田敏光支部長

日合商本部より
 中村憲夫副理事長が挨拶

講演会は、社会思想
家で京都大学名誉教
授の佐伯啓思（さえ
き  けいし）氏を講師
に『アベノミクスの
先を考える』を演題
に行われました

懇親会は、木場孝志氏による二胡演奏、
ご当地アイドル LeSiana によるアトラ
クションを楽しみました

支部長挨拶に立つ
桑澤嘉英支部長

講演会の講師はジャーナリスト、コリア・レポート編集長を務める
辺真一氏、講演テーマは『日本と朝鮮半島の将来』

公益財団法人合板検査会大阪検査所稲本吉高所長、双日建材㈱代表取締役社長稲田隆氏、
日合商本部より中村憲夫副理事長、金井誠常務理事を来賓に迎え、総会、講演会、懇親
会の三部構成で開催。総会は石本勝範支部長挨拶で始まり、「第 42 期会務報告」「第 43
期収支予算案」などが全会一致で承認され、「ご入会予定会員ご紹介」も行われました。

開会の辞につづいて桑澤嘉英支部長が挨拶。
引き続き議長を選出して「2018 年度会務報
告」「2018 年度決算報告及び監査報告」「2019
年度事業計画案」「2019 年度予算案」「その
他」の議案全てが全会一致で承認され、閉会。
総会後の懇親会で交流を深めました。

総会、講演会、懇親会の三部で開催しました。
第一部総会は小田敏光支部長挨拶に始まり、引き続き行われた会務報告は全
会一致で承認されました。第二部講演会は、テレビ・ラジオでの評論活動な
ど多方面で活躍中のジャーナリスト、コリア・レポート編集長の辺真一氏を
講師に迎えて開催。第三部懇親会で情報交換・交流を深めました。

支　部 開催日 会　場

四国支部 6 月 13 日（木） 伊予鉄会館

神奈川支部 6 月 13 日（木） クルーズクルーズ横浜

東関東支部 6 月 13 日（木） ホテルグリーンタワー幕張

山梨地区支部 6 月 19 日（水） アピオ甲府

北陸支部 6 月 21 日（金） ホテル日航金沢

沖縄支部 6 月 25 日（火） ネストホテル那覇

北関東支部 6 月 27 日（木） パレスホテル大宮

東京支部 7 月 2 日（火） ホテルグランドパレス

静岡地区支部 7 月 9 日（火） 中島屋グランドホテル

中国支部 7 月 12 日（金） リーガロイヤルホテル広島

九州支部 7 月 18 日（木） ホテル日航福岡

2019 年度　日合商支部総会　日程

　2019.4.18

　2019.5.13


